






ショートムービーズ
映像を通して再発見する “八戸の美”





八戸ライトショー・フェスティバル
八戸の美しさを八戸内外の人々と掘り起こして構成した映像を中心街でプロジェクションする公募
フェスティバルを行う。
プロジェクション・マッピングは実際の建物の壁面、窓などの形状に合わせて様々な映像を投影して、
立体的に表現する技術。八戸には映像コンテンツ制作に関心を持つ人々が数多くいらっしゃる。内
外の制作者が交流する機会を創出し、コンテンツ制作者を育成しながら、映像による「八戸の美」
を発信するコンテンツの蓄積を図るとともに、中心街の複数空間でのプロジェクションによって中
心街への関心を高める。



Hachinohe Light-Show Festival presents

八戸ライトショー  フェスティバル

八戸ポータルミュージアム はっちでは、質の高い多様なテーマの映像群により “強く美
しい” 八戸像を全国・世界に発信するプロジェクト〔八戸ビューティ〕をはじめます。
その一貫として、市民のクリエイターや公募で全国・世界のクリエイターによる八戸ライ
トショー フェスティバルを行います。八戸のさまざまな地域資源を再発見させてくれる
映像の数々が、八戸のまちを彩ります。 まちやひとを見つめる視点を変えてみる

ふだん見えない本質を探してみる

八戸を形づくるひとかけらのイメージ
長い時間をかけて磨かれた小さな結晶

刹那の映像に「八戸」が映り込む

ポケットをひっくり返したときのように
新鮮な驚きが次々とはじける

散乱するかけらがイメージを結ぶ

そのとき、
「八戸」という世界がリアルな姿をあらわす
あざやかな瞬き、〔八戸ビューティ〕

プロジェクションマッピング
ワークショップ in はっち
　ライトショーは今、世界のさまざまなところで行われています。都市の
アイコンとなっている建造物や森や草原などさまざまな場所にさまざまな
テーマで映像や光を使った表現が、場の持つ力を引き出していきます。
　八戸ライトショー フェスティバルは、市民や県内外、海外のクリエイ
ターの皆様がプロジェクターを使って、屋外屋内問わず自由な発想で、映
像や画像によって街をキャンバスにしていく体験を通して、八戸のさまざ
まな美しさ、魅力をさまざまな角度から発見していくプロジェクトです。

　このプロジェクトは、市民のみなさんが実際に参加することを大切に考
えており、年間を通じてワークショップを行います。
　今回開催する第１回のワークショップでは、今、 話題のプロジェクショ
ンマッピングがどんな手法で行われているかを、実際にプロジェクターや
ソフトウェアを扱いながら、経験豊富なクリエイターの解説でわかりやす
く体験的に学びます。
　プロジェクションマッピングの表現者の視点の面白さや奥深さを発見す
ることができるワークショップです。映像表現のまた違った楽しみ方を
知っていただけることでしょう。
このワークショップは、未来のライトショー・アーティストへの第一歩か
もしれません。

     対象は 映像制作未経験者も含めた初心者。興味があれば特に技術はい
りません。 定員は 10 名ほど グループでのワークショップをおこないます。

6/29(土)
14:00-16:00
はっち2Fギャラリー２

□参加料　　　500 円
□参加条件
・PCでなんらかのグラフィックソフトを
操作したことがある方
・中学生以下は保護者の承諾を得てから
お申し込みください。

□定員　10 名
・定員を越えた場合には書類選考の上
参加者を決定いたします。

□申し込み方法
・裏面の申込書に必要事項をご記入の上
FAX  0178-22-8808 にお送りください。
・または必要事項を下記までお送りくだ
さい。
E-mail hacchi@city.hachinohe.aomori.jp

□申し込み締切
６月 16 日 ( 日 )
6/22 までに受講していただけるかどうか
についてご連絡いたします。

□講師
川村行治
(株)インセクト・マイクロエージェンシー  代表
「価値の投影」を合言葉にプロジェクターや
ディスプレイを問わず自由な発想で地域や
企業に対して、サイネージ映像システムの
プロデュース、制作実施している。
常設のプロジェクター展開で 2011 デジタル
サイネージアワード受賞

佐藤タカヨシ
トルコのカッパドキア、ネパールのボダナートな
どへのプロジェクション・マッピングやビッグフェ
スでの Lightshow、国内外でアナログデジタル問
わず映像表現を行っている。




